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膾 腺摘除 Xenopus における免疫能の 回復一 成体

リ ン パ 球の 注入

永 田 三郎，栃内　新 （北大 ・理 ・動物）
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　 受精篋 4 日 目に 胸腺摘 除 され た ア フ リ カ ツ メ ガ エ

ル は ，同種移植片， 異種赤血球 な どに対す る 免疫反

応を全 く示 さな い 。 こ の よ うな 個 体に ，成 体 よ り得

た リ ン パ 球サ ス ペ ン ジ ョ ン を 注 入 し ，
4 週間後 に 同

種 移植皮膚片，あ る い は ウ サ ギ赤血 球 （RRBC 〕を与

え て こ れ らに 対す る 免疫能 を 調 ぺ た と こ ろ ，明 らか

な 回 復が 見 られ た 。移植片 の 生着 日数，RRBC に 対

す る血 清中 の 凝集抗体価 お よび脾臓 プ ラ
ー

ク 形成細

胞数を比較す る こ とに よ り，免疫能 回 復の 程 度 は 次

の よ うな 条 件 に 依 存す る こ とが わ か っ た 。

　 （1） 注入 す る リ ン パ 球数一 ユ07個 の 胸腺 り v パ

　　 球あ る い は 2 × los個 の 脾臓 リ ン パ 球 で，ほ ぼ

　　 正常 の レ ベ ル ま で 回 復す る。

　〈2） 注 入 され た リ ン パ 球 と受容個体 と の 組織適合

　　性 の 有無一
胸腺全体 を移植 した 場 合 と異 な

　　 り、組織非適合的 な 個体の リ ン パ 球 で も有効 で

　　 あ る が，適合的 な もの を与えた 方が 明 らか に 強

　　 い 回 復力をもつ 。

　  　 リ ン パ 球 の 由来 す る臓 器 の ち が い
一

脾臓 り

　　 γ パ 球 は 胸腺 ・血 液の それ よ りも回 復能 が 大き

　 　 い 。

　また ，脾臓 の 組 織 学 的検索 に よ i） ，
こ れ らの 免疫

能 の 回 復に 伴 っ て 白脾髄 リ ソ パ 球数 の 回 復 も示され

た。

　以 上 の 結果 は ，既に 報 告 し た （Tochinai 　 et 　 al

1976Eut 　 J．　Immuno1 ．6
， 711）移植 され た 胸腺に

よ る免疫能 の 回復 が，そ の リ ン パ 球 の 末檎化 （peri−

ferization） に よ る もの で あ る こ と，さ らに は 免疫

の 成 立 に お け る胸腺 の 機能 が，免疫反応に 必須 な リ

ン パ 球 の 供給 に あ る こ とを 強 く示 唆 す る。

ス ナ ヤ ツ メ に おけ る抗ヒ ツ ジ赤血球抗体の産生とそ

の性状
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　 我 々 は 先 に ，遡河回 游期 の カ ワ ヤ ツ メ を 羊赤 血 球

　（SRBC ）に ょ り腹腟内感作 し，特異的抗体産生 の 起

　こ る こ とを 報告 した 。今回 ス ナ ヤ ツ メ　．LamPetra

・ eissnet
・i の 幼生 （Amm ・ c・ ete ・） お よ び 変態中 の 個

体を用 い ，SRBC 頻 回 投与優 の 血 清中の 抗体力価の

変動 を 追 っ た とこ ろ，い ずれ の 個体群 で も高力価 の

特異的抗体産生 が 認め られ た。ま た一
次 お よ び二 次

刺激後の 応答様式 を 幼 生 か ら成体に い た る それぞれ

の 段 階 で 比較検討 した 。 飼育水温 は 全 て 15± 1°C と

し，10％ 　SRBC の O．05mlを週 1 回腹腔内に 投 与し

た 。 幼 生 で は ，6 回 免疫後 1 週 目で 急激な抗体価の

上 昇 が 認 め られ た が，また ，変態中の 個体群 で は ，
3回免疫後 1 週 目で す で に ，27の 抗体価が 示 され ，

そ の 後，10週以上 に わ た っ て こ の 程度 の 抗体力価が

維持され た 。

　 幼生 で は
一

次刺激後40 日 目に 抗体力 価の 上 昇 が 認

め られ ，60 日 目 まで に その 活性 は 消失 した 。 こ れ に

対 し変態中 の 個体群 は ， 最 も高 い 反応性 を 示 し，10

日 目か ら抗体力価 の 上昇 が 見 られ た。一一一方 ， 成 体 で

は ，20 目 目 ，
30日 目に 25程度 の 活性 が 認 め られ る に

すぎな か っ た。幼 生 と変態直後 の 個体群 で さ らに 第

60日 目に 二 次 刺激 を し た と こ ろ，明 らか な 二 次応答

が 換起され た 。

　産生され た 抗体の 性状を検討 した とこ ろ 以 下 の 結

果を得た 。こ れ は 前 報 とほ ぼ 一
致 し て い る 。 （1）自然

凝集素 は 易熱性 で あ る 。 （42C
”
30 分熱処理 に よ り失

活）が
， 凝集抗体は 56℃ 30分処理 後 も安定 で あ る 。

  ウ シ ガ エ ル 等 の 補体添加 に よ り溶血 反応が 進行す

る。  0，05M 　2−ME 存在下 で 溶血 反応 が，0．2M で

凝集反応 が 阻害 され た 。な お ，こ れ らの 性状 は ，幼

生 と成 体 とで 違 い は 認 め られ なか っ た 。
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